
第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

子どもが見通しをもって取り組む算教科の指導

1　指導にあたって

算数科の学習を展開するとき,児童の活動意欲と課題解決欲求が重要にな

ってくる。児童が活動を「やってみたい」と思い,活動により生じてくる結

果や答を「知りたい,出してみたい」と願うことが学習活動の出発点となる。

児童が活動に積極的に取り組もうとすることで,授業は成立していく。児童

が抱く活動欲求と課題解決欲求の大きさにより,授業の展開は左右される。

本学級(養護学級低学年)では,ゲームの活動を通して算数科の学習に取

り組んでいる。ゲームは児童が興味・関心を持ちやすく,意欲的に取り組む

ことができる。日常め娘子から児童が興味や関心を抱いていることを探り出

し,それをゲーム化していく。実態に応じた教材を用意することで,児童は

活動欲求を抱き,生き生きと学習に取り組むようになる。

また,活動欲求から課題解決欲求へと移行していくために,児童一人一人

の実態に応じた教具を開発することが必要となる。個別に設定した目標や課

題を達成していくためには,個別に開発した教具の使用が不可欠であろう。

実態に応じた教具であるからこそ,児童は学習場面で活用していくことがで

きる。またこのような経験を積んでいくことで,児童は自分のめあてをつか

んでいくことができると考える。

本単元では「さかなつり」の活動を通して,計数や合併の指導を行ってい

った。児童の日常の生活から,紐を操作したり目的物を一つ一つ獲得してい

く活動は,活動欲求を抱かせることができ有効であると考えた。また,「何

匹つれたか?」「併せて何匹になったか?」という取り組みをすることによ

り,計数をしたり合併をしたりする活動に必然性をもたせることができると

考えた。活動のなかで児童一人一人が課題解決欲求を抱き,その解決に向け

て積極的に学習を展開していく姿を期待して,「さかなつり」の学習に取り

組んだ。

2　指導の実際

(1)指導目標と課題

単元を設定するにあたって数に関する指導目標を『つったさかなを数え

ながら計数や合併ができるようになる。』とし,個別の課題を次のように

考えた。(児①②③…1年生,児④⑤⑥…2年生)
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障害児教育

児　 童 課　　　　　　　　 題

①
具体 ・半具体物を指さしながら, 1 か ら10までの数唱がで きる

ようになる。

亨
具体 ・半具体物 を指さしながら, 1 か ら10までの数唱がで きる

ようになる。 1 対 1 対応が確実にできるようになる。

③
1 から10までの数唱に合わせて, 具体物が押 さえられるように

なる。

④
2 種類の数をそれぞれまとまりとして捉え, 10までの合併がで

きるようになる。

⑤
2 種類の数 を数え足 しながら, 10までの合併ができるようにな

る。

⑥
具体操作 により2 種類の数 を数え足 し, 10までの合併ができる

ようになる。

(2)指導内容と計画(8時間扱い)

計 数

併

第一次では,ゲームの方法を理解し興味をもって取り組めるように,さ

かなつりの活動だけを行った。カゴの中に青いビニルを敷いて水の感じを

出し,その中にさかなを入れてさおでつった。各児カゴを用意して個別に

取り組むことにより,それぞれの課題を設定しやすくした。またこの時,

児童の活動意欲を高めたり,その後の学習に活用したりできるような教具

を準備をした。

ア　さかな

型紙の間にマグネットシートをはさみ,さ

かな自体を磁石化しホワイトボードなどに付

けられるようにした。さらにビニルコーティ

ングをし光沢と耐久性をもたせ,口の部分に

はクリップをとめて磁石による魚つりができ

るようにした。
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第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

イ　つりざお

さおの先にタコ糸をつけ,タコ糸の先に磁石をとりつけた。児童の巧敵

性等の実態に応じて,さおとタコ糸の長さを調節した。

第二次では,つった魚の数を数えたり,二種類の魚の数を足したりする

学習に取り組んだ。児童それぞれの学習課題に応じて教具の準備をした。

ア　計数盤

「1対1対応が正確にできるようになる。」「具体・半具体物を指さし

(押さえ)ながら1から10までの数唱ができるようになる。」ことを課題と

する児童(児①②③)には,魚が入る大きさのマスが10ある計数盤を準備

した。

「2種類の数をそれぞれまとまりとして捉え,10までの合併ができるよ

うになる。」ことを課題とする児童(児④)には,マジックで境界線を書

いて仕切った計数盤を準備した。

「2種類の数を数え足しながら,10までの合併ができるようになる。」

ことを課題とする児童(児⑤)には,つった魚を分類しやすいように魚の

色に合わせて色別した計数盤を準備した。

「具体操作により2種類の数を数え足し,10

までの合併ができるようになる。」ことを課題

とする児童(児(り)には,1マス1マスにマ

ジックテープをつけ接着・分離を可能にした

分解・合成計数盤を準備した。

イ　さかな

「合併の操作・意味理解」を課題とする児童(児④(亘X◎)には,合併の

操作や意味を把握しやすいように赤と青の2種類の魚を準備した。

各児童が使用する教具は,次のようになった。

児　 童 魚 つりざお 計　 数　 盤

①款享) 赤10匹 短いさお, 短い糸 10マス計数盤

・十

赤 5 匹, 青 5 匹 長いさお, 長い糸

境界線だけの計数盤

ヰ 赤青に色別した計数場

ヰ 分解 ・合成計数盤
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第二次第4時の学習の展開については次のようにした。

学　 習　 過　 程 予想される活動
指導 ・支援活動

全　　 体 個　　 別

1　 はじまりのあ

・必要なものがわかり

1　 あい さつは学 1　 本目の当番児に

lいさ苧 るl

2　 さかなつ りの

習の始 ま りとして
毎時間行う。

2　 どこで何を使っ

あいさつをするよう

言葉かけをする。

2　 児①③⑤ には,

は 備をする l

3　 さかなつ りを

準備をするであろう てさかなつりをする 必要な ものがそろ
(児⑳互埴))

・友だちの活動 を見て
準備をするであろう

(児①③⑤ )

・楽 しく活動するであ

のか質問をする。

3　 楽 しくさかな

ったか確認する。

3　 児(彰には, さ
する

4　 つったさかな

ろう つ りがで きるよう かなつ りに着 目で
(児 1 2 3 4 5 6 )

・1 対 1 対応が確実に

な言葉 かけや雰 囲

気作 りをする。

4　 計数 をする と

きる ような言葉か

けや援助をする。

4　 児(D ②③には,
を数える はできにくいと思われ き指 さしと数唱 の 10 までの計数盤 を

る児童 (児(参) ずれ を防 ぐために 用意す る。つ った
・数唱が確実にはでき 計数盤を用意する。 さかなを数える時,
にくと思われる児童 ・合併の意味理解 つったさかなをホ

(児①②③ ) の必 要な児童 には ワイ トボー ドには
・合併の意味理解を深 合併操作がで きる る時 にいっ しょに

一　 指　 合 めるために援助が必要 計数盤を用意する。 数唱 した り, 数唱

対 さ であると思われる児童 ・つ ったさかなを を確認 したりする。

- し (児④⑤⑥ )

・率先 して片づけるで

計数盤 (ホ ワイ ト ・児⑤⑥ には, 10
対 数 ボー ド) には り, までの合併計数盤
応　 唄　 併 全員で数 を確認す を用意 し, 操作 に

5　 後片付けをす

る。

5　　 どこにどの よ

より合併 の意味理
解が図れるように

する。

・児④には, 2 種類
のさかなの数をまと
まりとして捉えて計
算をするように言葉

かけをする。

5　 児①(彰(彰には,

る　 l

l

6　 終わりのあい

あろう　 (児(細 萱)) うに片づけるか指

示をする。

6　 始 ま りのあ い

片づ け方について

の言葉かけをする。

6　 本 目の当番児

lさつをする !
さっ と同様 に毎時

間行う。
にあい さつ をす る

ように言葉かけを
する。

・言葉かけをする。
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第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

各児童の目標行動とそれに対する指導者の支援は次のように設定した。

児童 目　 標　 行　 動 指導者の支援

① 魚 を指 さ して数唱するこ とがで きる。 いっ しょに数唱す る。

② 魚 を指 さ して数唱す るこ とがで きる。 い っ しょに魚 を指 さ しなが

ら数唱す る。

③ 計数 盤 に並 べ た魚 を, 数唱 に合 わせ て 押 さえ てい る こ とを確 認 し

押 さえる ことがで きる。 なが らいっ しょに数唱す る。

④ 数 え足 しを して計算するこ とがで きる。 数 をま と ま りと して捉 え ら

れる ような言葉がけをする。

⑤ 数 え足 しを して計算す るこ とがで きる。 計数盤 をい っ しょに操作 し,

合併の意味理解 を図る。

⑥ 合併 操作 を して, 数 え足 しをす る こと 計数盤 をい っ しょに操作 し,

がで きる。 合併の意味理解 を図る。

魚,つりざお,カゴ,計数盤を各児がそれぞれ準備してゲームを開始した。

活動欲求を満たしていくためにも,一度全ての魚を釣り上げ2回目の魚つり

に取りかかった児童から課題に応じて言葉をかけていった。

児①②③には,「今何匹つれたかな?」と言葉をかけ,10マス計数盤の中

の魚を端から順に一匹一匹指をさし(押さえ),声を出しながら数えていっ

た。2回目,3回目と繰り返し学習した。

児④⑤⑥には,「赤い魚何匹つれた?」

「青い魚は?」「併せて何匹になった?」

と言葉をかけ,それぞれの計数盤をもと

に数え足しながら答を見つけていった。

これを繰り返し学習した。

また学習の最後には,ホワイトボード

にビニルテープで仕切って作った大きな

計数盤を用意した。これに最後の回で釣

った魚を全員ではりつけていき,だれが

何匹釣ったのか確認し合いながら授業のまとめとした。片づけも準備同様各

児で行った。
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3　指導を終えて

(1)教材・教具について

数量を抽象化して学習することが難しい児童にとっては,できるだけ実物

に近い具体物を使って学習することが必要である。本単元では魚,つりざお,

カゴ(つり掘り)により場の雰囲気を出し,計数盤で児童の実態に応じて個

別化を図っていった。

「さかなつり」の活動そのものについては,児童は意欲的に取り組むこと

ができた。魚をカゴの中に入れるや否や釣りはじめる姿や,魚を1匹1匹カ

ゴの中にきれいに並べてから釣りはじめる姿などが見られた。どの児童もさ

おを巧みに操って釣れるようになり,釣れるたびに「やった一。」「つれた一。」

などと喜びの声をあげていた。釣った魚はそれぞれの計数盤に,大事そうに

並べていった。

計数盤を使って計数をしたり数え足しをしたりする学習では,次のような

学習成果を得ることができた。

・1対1対応,1から10までの計数ができることを課題とした児童は,端か

ら順に釣った魚を並べていくことができるようになり,魚を指さしながら

順序よく計数をしていくことができるようになった。

・2種類の数をまとまりとして捉え10までの合併ができることを課題とした

児童は,赤と青の釣った魚を一目見るだけで数を把握し数え足すことがで

きるようになった。

・2種類の数を数え足しながら10までの合併ができることを課題とした児童

は,合併の意味理解ができ数え足すことができるようになった。

・具体操作により2種類の数を数え足し,10までの合併ができることを課題

とした児童は,分解・合成計数盤を繰り返し操作するうちに合併の意味理

解ができ,2種類の数を数え足すことができるようになった。

(2)指導者の支援(言葉かけ)と授業の流れについて

それぞれの児童に対し,課題に応じて〇匹まで魚を釣ったら言葉をかけよ

うと決めておいた。そのため魚を釣っている途中でも「今何匹つれているか

な?」などと言葉をかけていった。この取り組みにより各児とも目標行動に

迫ることができたわけであるが,その都度楽しく行っていたさかなつりを中

断させる結果となった。活動の流れが止まることなく,自然な形で学習がで

きる方法を工夫する必要があったように思う。　　　　　　(藤村　佳令)
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